
〜臨床情報・検体の研究利用に関するお知らせ〜 

 

研究課題名：『性機能障害（勃起障害および射精障害）に対する横断的な臨床研究』 

研究機関名  東邦大学医療センター大森病院 

研究責任者   泌尿器リプロ   科   職位・氏名   教授・小林 秀行                 

 

【試料・情報の利用目的】 

取得 し た試料 ・ 情 報は  性機能障害の解明及び新規検査 ・ 治 療法の開発                 

を目的とした研究に利用します。 

この研究で得られる成果は、  性機能障害の新たな診断や治療       につながります。 

 

【他機関への提供】 

他機関への提供は行いません。 

（今後、研究の発展に伴い提供する場合は匿名加工情報を作成し他機関と共同研究契約後

に記録媒体、電子的配信の形式で行います。） 

 

【研究に用いられる試料・情報】 

情報：病歴、診療の治療歴、副作用等の発生状況、個人情報 等 

具体的には、診療録から下記データを収集します。 

1) 背景 

年齢、生年月日、身長、体重、現病歴、既往歴、家族歴、内服歴、妻年齢 

2) 性機能障害の特徴 

精巣容積、エコー所見、心理テスト、血算・生化学検査、ホルモン値、精液検査、尿検査、Gバンド法、 

AZF検査 

3) ホルモン値 

LH, FSH, PRL, E2, テストステロン、遊離テストステロン値など 

4) 治療方法 

5) 生理的勃起機能検査： RigiScanによる夜間陰茎勃起検査 (NPT測定) 

6) 血管系検査： PGE1陰茎海綿体注射テスト 

 

研究に利用する情報は、患者さんのお名前、住所など、個人を特定できる情報は削除して管

理します。また、今回の研究で得られた成果を、医学的な専門学会や専門雑誌等で報告する

ことがありますが、個人を特定できる情報を報告・公開することはありません。 

 

【試料・情報の利用または提供を開始する予定日】 

2010年 1月より情報の利用を開始します。 

 

【試料・情報の提供を行う機関の名称及びその長の氏名】 

東邦大学医療センター大森病院 病院長 酒井 謙 

 

【試料・情報の取得方法】 

対象者：2010年 1月～2028年 3月までに東邦大学医療センター大森病院 



泌尿器リプロ科において、 性機能障害（勃起障害、射精障害）あるいはその疑いと診断を受

けた方 

方 法： 診療録（カルテ）から抽出したデータを解析します。 

 

【研究組織】 

代表施設名： 東邦大学医療センター大森病院  研究代表者： 小林 秀行 役職： 教授   

 

【利用する者の範囲】 

代表施設名： 東邦大学医療センター大森病院  研究代表者： 小林 秀行 役職： 教授   

 

【試料・情報の管理について責任を有する者の名称】 

代表施設名： 東邦大学医療センター大森病院  研究代表者： 小林 秀行 役職： 教授   

 

【オプトアウト期間】 

2025年 8月 21日～2026年 2月 28日まで 

 

本研究に関してご質問のある方、試料や情報を研究に利用することを承諾されない方は、下

記へご連絡下さい。申し出のあった方の試料・情報は、利用や他の研究機関への提供を行い

ません。その場合でも、患者様に不利益になることはありません。また、現在連絡が取れない

研究対象者で、現時点で亡くなっているもしくは認知症を発症している方を研究対象者に含め

る場合には、代替者からの申し出も受けます。 

 

 

【連絡先および担当者】      東邦大学医療センター大森病院  泌尿器リプロ  科 

職位・氏名  教授・小林 秀行     

電話 03-3762-4151  内線  6695  

 

 


